
秩父市を代表する祭礼行事（付祭り）や伝統芸能を活用し、文化財保護と地域活性化、さらには文化財が秩父市の
観光振興の一端を担う役割となるように、以下の事業を実施する。

１　地域の文化遺産次世代継承
(1)普及啓発事業
　地域の伝統文化の周知と一般への理解と関心の向上を図るとともに、参加する各団体の活動及び継承の活性化を
図ることを目的として、秩父市を代表する観光スポットに専用の屋外型掛け舞台を設営し、秩父市の伝統芸能団体
が一堂に会して市内外の方々に披露する場を設ける。
　※「平成秩父座」公演　(平成29年度で事業を終了)

２　伝統文化継承基盤整備
(1)後継者養成
　地域の文化遺産である伝統芸能を次世代に守り伝えるとともに、観光資源や世代を超えるコミュニティとして地
域を活性化するため、後継者養成を行なう。
　※秩父歌舞伎正和会・秩父屋台囃子等　２件
(2)継承のために用いる用具の修理
　秩父市の代表的な地域資源である祭りや伝統芸能を、文化財保護及び地域文化の向上のために継続して行なえる
ように環境を整えるとともに、以下のことを実施する。
　笠鉾・屋台については、秩父の特徴である祭礼毎に行なう「山車の組立・解体」の工程を一般に公開して文化財
の普及に努めるとともに、文化財保護思想の啓発と技術継承を目的として、山車の組立・解体作業への従事者を対
象とした修理状況の視察及び職人による研修を行ない、専門的知識を培う。
　※川瀬祭東町屋台・同宮側町屋台・同熊木町笠鉾・恒持祭大棚笠鉾・琴平神社神楽・秩父屋台囃子等　６件

○本事業については、秩父市が全体計画の企画・調整及び事業の監理・指導等を行なう。
　担当課：教育委員会文化財保護課
　文化財の取扱いに関する指導・助言及び各保存会・関係機関への連絡調整
○事業の実施については、次の団体が実施する。
　実施団体：秩父市文化財調査会
　団体構成：秩父市文化財保護審議委員会
　　　　　　平成秩父座運営委員会（啓発普及事業）
　　　　　　秩父歌舞伎正和会・本町太鼓連（後継者養成）
　　　　　　東町会・熊木町会・宮側町会・本町会・山田上組・琴平神社付属神代神楽保存会・
　　　　　　秩父屋台囃子保存会（用具整備）

○民俗文化財の維持継承及び次世代への伝承を確保するための十分な環境整備
○市内外の住民への民俗文化財の更なる周知と現状についての認識・関心の向上、及び参加者数の増加
○文化財保護団体の文化財保護及び伝承への意識の向上と関係者の気運の上昇
○地域の世代間交流の促進
○民俗文化財の分野を超えた、保持団体同士の交流と情報交換、それに伴う活動の活性化

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

事業概要：

事業概要：

 8 補助事業の概要 （1）補助金額 ～平成29年度交付決定額： 98,754 千円 平成30年度申請額： 9,096 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

【計画の改善時期】
　　平成30年度

 1 都道府県・市区町村名 埼玉県秩父市  2 補助事業の種類 地域文化遺産活性化

 3 実施計画の名称 秩父市文化財活性化プラン

 4 実施計画期間 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

 5 実施計画の概要

 6 実施体制

様式１－１



　秩父市内には指定・選択物件だけで５０を数える民俗文化財があり、それぞれが地域色を色濃く残す、秩父市に
とって貴重な財産である。前身の「文化遺産を活かした（観光振興・）地域活性化事業」を含めて、本事業を実施
したことにより、保持団体が構成団体となっている民俗文化財は活動の活性化及び保護保存意識への高揚という効
果が表れている。このことは、本事業に参加していない民俗文化財の保持団体にも大きな影響を及ぼしている。
　その一方で、地方の急激な過疎化や少子高齢化によって、秩父市内でも継承を止むなく断念する民俗芸能が現れ
始めている。この状況は有形文化財や史跡などの文化財についても同様であり、秩父市として文化財の保護保存及
び活用等についての全体的な施策形成が急務であると捉えている。
　これらのことから、秩父市では「地域の文化財の総合的な保存活用に係る基本計画等策定支援事業」を活用し、
平成30年度から「（仮称）秩父市歴史文化基本構想」の策定に着手する。なお、平成32年度を目途に事業を完了す
る計画である。

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 12 担当部局

地方公共団体
担当部局課

秩父市教育委員会文化財保護課

事業概要：



平成 33 年度 0 団体

設定根拠２： 過疎化及び少子高齢化により人口減少が著しい状況にあることから、現状維持を設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 28 年度 0 団体 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２：
秩父市内で継承・公開を終了・休止した民俗芸能団体
数

関連事業:

平成 33 年度 15 回

設定根拠１：
事業実施による波及効果に加えて、平成29年末に秩父市内に大型ホールが完成したことにより、
毎年の伸び率を1.2～1.4倍に設定

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値１： 【現状値】 平成 28 年度 5 回 ⇒ 【目標値】

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産を活用した取組数（本事業の取組を除く） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
複数の民俗芸能保持団体(同一芸能が複数の場合は除
く)が一堂に会するイベント・催しの年間開催回数

関連事業:

団体 団体0 団体 団体 団体 団体

平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

回 回

10%

6 回 回 回 回

平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

様式１－１別紙①



進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 地域の祭礼行事(秩父祭・川瀬祭)以外で、後継者養成の成果を公開した回数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 2 回 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 10 回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

事業③： 秩父屋台囃子後継者養成事業 実施団体： 本町太鼓連

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
12月3日の秩父祭及び7月19・20日の川瀬祭にて曳行される各屋台にて演奏される、秩父屋台囃
子の後継者養成

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 歌舞伎の将来的な後継者の候補として保存会へ入会した10～20代の若年層の人数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 2 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 10 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

事業②： 秩父歌舞伎後継者養成事業 実施団体： 秩父歌舞伎正和会

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
秩父祭の屋台芝居や秩父地域に現存する近世期の歌舞伎舞台にて披露される地芝居「秩父歌舞
伎」の後継者養成

評価指標区分：
・地域の文化遺産イベント等（本事業の取組を除く）における
ソーシャルキャピタル数（協賛企業・団体、賛同者等）

（具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
本事業及び地域祭礼を除く市内外のイベント・催しにて、本事業への出演団体が出演し、民俗
芸能を披露した総回数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 15 回 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 50 回

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： 「平成秩父座」運営事業 実施団体： 平成秩父座運営委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 29 年度

事業概要：
5月中～下旬の土・日曜日の2日間、秩父市内の伝統芸能保持団体が一堂に会し、組立式の掛け
舞台にてそれぞれの伝統芸能を披露する「平成秩父座」の開催

年度

3 回 回 回 回 回 回

13%

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

年度

3 人 人 人 人 人 人

13%

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

年度

30 回 回 回 回 回 回

43%

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

様式１－１別紙②



進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 組立・解体作業における一般市民及び来訪者の見学者数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 5 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 30 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

事業⑥： 恒持祭大棚笠鉾保存整備事業 実施団体： 中山田町会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
3月第2日曜日に開催される「恒持神社例大祭」にて曳行される、大棚笠鉾の保存整備
（平成30年度事業：笠部の修理）

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 組立・解体作業における一般市民及び来訪者の見学者数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 30 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 50 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

事業⑤： 川瀬祭本町屋台保存整備事業 実施団体： 本町会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 29 年度

事業概要：
7月19・20日に開催される「川瀬祭」にて曳行れる、本町屋台の保存整備
（御簾の修理・平成29年度完了事業）

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 組立・解体作業における一般市民及び来訪者の見学者数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 28 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 100 人

事業④： 川瀬祭東町屋台保存整備事業 実施団体： 東町会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
7月19・20日に開催される「川瀬祭」にて曳行れる、東町屋台の保存整備
（平成30年度事業：曳綱の復元新調）

年度

15 人 人 人 人 人 人

40%

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

年度

32 人 人 人 人 人 人

10%

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

年度

38 人 人 人 人 人 人

14%

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34



進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 組立・解体作業における一般市民及び来訪者の見学者数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 20 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 50 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

事業⑨： 川瀬祭宮側町屋台保存整備事業 実施団体： 宮側町会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
7月19・20日に開催される「川瀬祭」にて曳行れる、宮側町屋台の保存整備
（平成30年度事業：木部の修理）

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 保存会に加入している、地域の屋台囃子継承団体の数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 11 団体 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 13 団体

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

事業⑧： 秩父屋台囃子保存整備事業 実施団体： 秩父屋台囃子保存会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 32 年度

事業概要： 屋台囃子の練習・公開に用いる用具等の整備

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 事業実施による獅子舞参加者の減少率（平成28年度を基準値とする)

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 0 ％ ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 0 ％

事業⑦： 久那の獅子舞保存整備事業 実施団体： 久那獅子舞保存会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 29 年度

事業概要：
4月第3日曜日の「葛城神社例大祭」をはじめとする祭礼行事やイベントで披露される獅子舞
の、獅子・花笠の衣装類の保存整備
（久那の獅子舞で旧来使用していた仕様への復元新調・H29完了事業）

年度

22 人 人 人 人 人 人

7%

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

年度

12 団体 団体 団体 団体 団体 団体

50%

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

年度

0 ％ ％ ％ ％ ％ ％

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34



進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

評価指標区分： （リストから選択してください。） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

目標値： 【現状値】 平成 年度 （単位） ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 （単位）

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

事業⑫： （事業名を記載してください。） 実施団体： （実施団体名を記載してください。）

事業区分： （リストから選択してください。） 事業期間： 平成 年度 ～ 平成 年度

事業概要：

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 事業実施による神楽関係者の減少率（平成28年度を基準値とする)

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 0 ％ ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 0 ％

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

事⑪： 琴平神社の神楽保存整備事業 実施団体： 琴平神社附属神代神楽保存会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
春(4月第2日曜日)・秋(10月体育の日)の「琴平神社例大祭」をはじめとする祭礼行事やイベン
トで披露される神楽の装束類の保存整備(経年劣化に伴う修復及び復元新調)

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 組立・解体作業における一般市民及び来訪者の見学者数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 10 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 50 人

事業⑩： 川瀬祭熊木町笠鉾保存整備事業 実施団体： 熊木町会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 31 年度

事業概要：
7月19・20日に開催される「川瀬祭」にて曳行れる、熊木町笠鉾の保存整備
（平成30年度事業：車輪の復元新調）

年度

（単位） （単位） （単位） （単位） （単位） （単位）
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年度

0 ％ ％ ％ ％ ％ ％
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年度

15 人 人 人 人 人 人

13%
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